
衆院選

野
党
共
闘
に
期
待

民
進
・吉
田
氏
と
共
産
・山
越
氏

衆
院
が
今
月
末
の
臨
時

国
会
冒
頭
に
も
解
散
さ
れ

る
情
勢
の
中
、
次
期
衆
院

選
で
と
も
に
岐
阜
１
区
か

ら
立
候
補
を
予
定
し
て
い

り
ｌ

１

１

１

衆
院
選
で
の
野
党
共
闘
に
期
待

を

示
し

た

（
右
か
ら
）
山
越

氏
、
吉
田
氏
ら
＝
岐
阜
市
で

る
民
進
党
の
吉
田
里
江
氏

と
、
共
産
党
の
山
越
徹
氏

が
十
九
日
、
岐
阜
市
内
で

開
か
れ
た
野
党
共
闘
を
テ

ー

マ
に
し
た
講
演
会
に
出

席
し
た
。
両
氏
は
冒
頭
で

と
も
に
、
野
党
共
闘
に
期

待
す
る
発
言
を
し
た
。

吉
田
氏
は
、
民
進
党
の

新
代
表
、
前
原
誠
司
氏
が

憲
法
改
正
を

マ
ニ
ュ
フ

ェ

ス
ト

に
組

み

込

む

こ

と

や
、
野
党
共
闘
を
自
紙
化

す
る
意
向
を
示
し
た
こ
と

に
触
れ

「
今
日
は
本
当
に

ブ
ル
ー
な
気
持
ち
で
、
皆

さ
ん
に
申
し
訳
な
い
。
私

は
自
分
の
思
い
に
正
直
に

戦

っ
て
い
く
。
横
暴
な
安

倍
政
権
を
倒
す
に
は
市
民

と
野
党
が
し

っ
か
り
と
手

を
携
え
て
戦
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ

つ

し
た
。

山
越
氏
は

「
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
、
岐
阜
で
も

必
ず
実
現
さ
せ
た
い
。
吉

田
さ
ん
と
私
の
ど
ち
ら
に

な

る

か

は

分

か

ら

な

い

が
、　
一
本
化
し
て
必
ず
１

区
で
勝
ち
た
い
」
と
述

べ

た
。一

方
、
民
進
党
県
連
と

共
産
党
県
委
員
会
の
幹
部

は
同
日
、
取
材
に

「
（
候

補

の

一
本

化

に

つ
い

て

は
）
党
本
部
の
動
き
を
静

観
し
て
い
る
」
と
話
し
、

具
体
的
な
動
き
に
つ
い
て

は
否
定
し
た
。

講

演

会

は

民

進
、

共

産
、
社
民
三
党
の
県
組
織

と

市

民

で

つ
く
る

団

体

「
ピ
ー
ス
ハ
ー
ト
ぎ
ふ
」

が
主
催
。
野
党
共
闘
を
訴

え
る
上
智
大
国
際
教
養
学

部
の
中
野
晃

一
教
授
が
講

演
し
、
市
民
ら
約

二
百
五

十
人
が
集
ま

っ
た
。

（
北
村
希
）
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岐
阜
市

安
全
保
障
関
連
法
の
成

立
か
ら
２
年
が
た

っ
た
１９

日
、
同
法
の
廃
上
を
求
め

て
、
野
党
３
党
と
市
民
団

体
で
つ
く
る

「
ピ
ー
ス
ハ

ー
ト
ぎ
ふ
」
は
岐
阜
市
司

町
の
み
ん
な
の
森
ぎ
ふ
メ

デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
集
会

を
開
い
た
。
上
智
大
国
際

教
養
学
部
の
中
野
晃

一
教

授

（政
治
学
）
が

「お
か

し
い
こ
と
に
お
か
し
い
と

声
を
上
げ
る
の
は
当
た
り

前
」
と
訴
え
た
。

中
野
教
授
は

「民
主
主

義
の
再
生
へ
　
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
進
め
よ
う
」

と
題
し
て
講
演
し
、
約
２

５
０
人
が
耳
を
傾
け
た
。

安
保
法
に
反
対
し
て
い

中
野
晃

一
教
授
の
講
演
に
耳
を
傾
け
る

市
民
ら
＝
岐
阜
市
司
町
、
み
ん
な
の
森

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

に
よ
る
平
和
教
育

・
運
動

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

世
代
間
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー

が
で
き
て
い
る
」
と
説
明
。

「自
分
の
頭
で
考
え
、
自

分

の
足

で
行
動

し
て
い

た
」
と
評
価
し
た
。

ま
た
、安
倍
政
権
を
「多

く
の
人
が
積
極
的
に
支
持

し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

（衆
院
解
散
の
意
向

は
）
野
党
共
闘
が
が
た
つ

い
て
い
る
か
ら
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で

「
選
挙
を
盛
り

上
げ
て
投
票
率
を
上
げ
れ

ば
勝
機
が
見
え
て
く
る
。

負
け
を
認
め
た
ら
お
し
ま

い
」
と
訴
え
た
。

（川
瀬
慎

一
朗
）

「安保法廃止へ声上げよう」
成立2年 ピースハートが集会

た
学
生
団
体
「
シ
ー
ル
ズ
」

に
つ
い
て
、

「親
や
先
生
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摯
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●
●

〓
マ
ｉ

:帝
夢

は
　
専

安
倍
晋
三
首
相
が
臨
時
国
会
冒
頭

の
衆
院
解
散
を
検
討
す
る
な
か
、
名

古
屋
市
と
岐
阜
市
で
１９
日
、
安
保
法

の
廃
止
や
、
野
党
共
闘
を
訴
え
る
集

会
が
相
次
い
だ
。
参
加
者
は

「大
義

な
き
解
散
」
と
批
判
し
た
。

名
古
屋
市
中
区
の
若
富
大
通
公
園

で
は
同
日
夕
、
弁
護
士
ら
が
発
起
人

の

「安
倍
内
閣
の
暴
走
を
止
め
よ
う

共
同
行
動
実
行
委
員
会
」
が
集
会
を

開
い
た
。
２
年
前
の
こ
の
日
、
安
保

法
が
成
立
し
た
こ
と
を
忘
れ
ま
い
と

企
画
し
、
主
催
者
発
表
で
約
７
０
０

人
が
参
加
し
た
。

共
同
代
表
の
中
谷
雄
二
弁
護
士
は

「森
友
・加
計
学
園
問
題
を
隠
す
た
め

の
党
利
党
略
の
解
散
。
野
党
の
混
乱

に
乗
じ
て
選
挙
に
勝
ち
、
戦
争
法
、
共

謀
罪
に
続
き
、
憲
法
改
悪
に
走
ろ
う

」リアグ静斬権韓】、ユ杜難刹「嗣許後、

と
し
て
い
る
」
と
批
判
。
集
会
後
、

参
加
者
ら
は

「政
治
の
私
物
化
許
さ

な
い
」
な
ど
と
訴
え
、
デ
モ
し
た
。

岐
阜
市
の
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ

ス
で
は
、
市
民
団
体

「
ピ
ー
ス
ハ
ー

ト
ぎ
ふ
」
が
、

「
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民

連
合
」
中
心
メ
ン
バ
ー
の
中
野
晃

一

・
上
智
大
教
授
を
招
き
、
野
党
共
闘

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
い
た
。
２

５
０
人
が
参
加
し
た
。

民
進
、
共
産
、
社
民
各
党
の
県
組

織
幹
部
も
参
加
。
民
進
党
の
吉
田
里

江

・
県
連
副
代
表
は
、
前
原
誠
司
代

表
の
も
と
で
共
闘
路
線
が
後
退
し
て

い
る
こ
と
を
念
頭
に

「民
進
の
立
場

で
し

っ
か
リ
ア
ピ
ー
ル
で
き
ず
申
し

訳
な
い
」
と
話
し
た
。

中
野
氏
は

「厳
し
い
状
況
だ
が
、

さ
じ
は
投
げ
ら
れ
な
い
。
市
民
と

一
・

緒
に
つ
く

っ
て
き
た
共
闘
だ
か
ら
」

一

と
強
調
し
た
。

（黄
徹
、
山
野
拓
郎
）

L六賃髪:な:い」岐阜などで集会


